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第２章 本市の現状 

１．既存・統計データから見る現状 

１）人口の推移 

本市の総人口は平成 28 年度まで年々増加しており、その後横ばいとなり令和元年度で

53,862 人となっています。 

年齢３区分別に見ると、０～14 歳（年少人口）と 15～64 歳（生産年齢人口）は年々減

少、65 歳以上は年々増加と、少子高齢化が進んでいる状況にあります。 

高齢化率は、全国・和歌山県に比べて低い状況です。 

 

【年齢３区分別人口の推移推移】

 

資料：住民基本台帳（各年度３月末現在） 

 

【高齢化率の推移（全国・和歌山県との比較）】

 
資料：住民基本台帳（各年度３月末現在） 

   全国・和歌山県は総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」（各年度１月１日現

在）  
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２）障害者手帳所持者の推移 

障害者手帳所持者数の推移を見ると、各手帳ともに所持者が増えている状況にあり、

令和元年度で身体障害者手帳(＊)所持者が 1,893 人、療育手帳(＊)所持者が 520 人、精神障

害者保健福祉手帳(＊)所持者が 424 人となっています。 

平成 25 年度を基準とした増加率を見ると、精神障害者保健福祉手帳(＊)所持者が最も

多く増えており、平成 25 年度から令和元年度にかけて 1.71 倍増加しています。 

 

【障害者手帳所持者の推移】 

 
資料：地域福祉課調べ（各年度３月末現在） 

 

【平成 25 年度を基準（1.00）とした障害者手帳所持者の増加率】 

 

資料：地域福祉課調べ（各年度３月末現在） 
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（１）身体障害者手帳(＊)所持者 

身体障害者手帳(＊)所持者を等級別に見ると、令和元年度で「４級」が 491 人（構成比

25.9％）、で最も多く、次いで「１級」が 476 人（構成比 25.1％）、「３級」が 352 人（構

成比 18.6％）となっており、各年度ともに「１級」と「４級」の人が多くなっています。 

部位別に見ると、令和元年度で「肢体不自由」が 1,065 人（構成比 56.3％）で最も多

く、次いで「内部障害」が 540 人（構成比 28.5％）、「聴覚障害」が 159 人（構成比 8.4％）

となっています。 

令和元年度の身体障害者手帳(＊)所持者を年齢別に見ると、「65 歳以上」が 1,294 人（構

成比 68.4％）、「18～64 歳」が 559 人（構成比 29.5％）、０～17 歳が 40 人（構成比 2.1％）

となっており、全体の半数以上が 65 歳以上の高齢者となっています。 

 

【等級別身体障害者手帳所持者の推移】 

 
資料：地域福祉課調べ（各年度３月末現在） 
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【部位別身体障害者手帳所持者の推移】 

 
資料：地域福祉課調べ（各年度３月末現在） 

 

 

【年齢別身体障害者手帳所持者（令和元年度）】 

 

資料：地域福祉課調べ（令和元年度３月末現在） 
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（２）療育手帳(＊)所持者 

療育手帳(＊)所持者を判定別に見ると、各年度ともに「Ｂ２（軽度）」が最も多く、令和

元年度で 251 人（構成比 48.3％）となっています。次いで「Ｂ１（中度）」「Ａ２（重度）」

と続いています。 

令和元年度の療育手帳(＊)所持者を年齢別に見ると、「18～64 歳」が 308 人（構成比

59.2％）で最も多く、次いで「０～17 歳」が 195 人（構成比 37.5％）、「65 歳以上」が 17

人（構成比 3.3％）となっています。 

 

【判定別療育手帳所持者の推移】 

 
資料：地域福祉課調べ（各年度３月末現在） 

 

【年齢別療育手帳所持者（令和元年度）】 

 
資料：地域福祉課調べ（令和元年度３月末現在） 
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（３）精神障害者保健福祉手帳(＊)所持者 

精神障害者保健福祉手帳(＊)所持者を等級別に見ると、各年度ともに「２級」が最も多

く、令和元年度で 209 人（構成比 49.3％）となっています。次いで「３級」「１級」と続

いています。 

令和元年度の精神障害者保健福祉手帳(＊)所持者を年齢別に見ると、「18～64 歳」が 351

人（構成比 82.8％）で最も多く、次いで「65 歳以上」が 57 人（構成比 13.4％）、「０～

17 歳」が 16 人（構成比 3.8％）となっています。 

 

【等級別精神障害者保健福祉手帳所持者の推移】 

 
資料：地域福祉課調べ（各年度３月末現在） 

 

【年齢別精神障害者保健福祉手帳所持者（令和元年度）】 

 
資料：地域福祉課調べ（令和元年度３月末現在）  
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２．障害のある人の生活状況（アンケート結果） 

１）調査実施にあたって 

（１）調査目的 

障害者計画等の見直しを行うにあたり、障害者手帳等を所持している人を対象に、日

常生活の状況やニーズ等を把握するため、アンケート調査（当事者アンケート）を実施

しました。 

また、障害福祉サービスの今後の供給量や、福祉人材の確保について実態を把握し、

本計画策定の基礎資料とするため、那賀圏域の障害福祉サービス事業所を対象に、アン

ケート調査（事業所アンケート）を実施しました。 

（２）調査対象者と調査の種類 

当事者アンケートは、身体障害者手帳(＊)、療育手帳(＊)、精神障害者保健福祉手帳(＊)を

所持している人及び障害福祉サービス等の利用者 2,000 人を対象に行いました。なお、

調査は「18 歳以上調査（無作為抽出による調査）」「18 歳未満調査（全数調査）」の２種

類で実施しました。 

事業所アンケートは、那賀圏域の障害福祉サービス事業所 82 事業所全数を対象に行い

ました。 

（３）調査時期 

当事者アンケート：令和２年７月 20 日～８月 17 日 

事業所アンケート：令和２年７月 20 日～８月 24 日 

（４）調査方法 

郵送による配布・回収 

２）配布数と回収状況 

調査名 配布数 回収数 回収率 

18 歳以上調査（18～64 歳） 1,083 件 377 件 34.8％ 

18 歳以上調査（65 歳以上） 598 件 279 件 46.7％ 

18 歳未満調査 319 件 86 件 27.0％ 

事業所調査 82 件 48 件 58.5％ 
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【調査結果の見方】 

〇図表中の「ｎ」とは、集計対象実数（あるいは該当対象者実数）を指しています。 

〇図表の数値（％）は、すべて小数点第２位を四捨五入して表示しています。そのため、

単数回答を求めた設問でも、比率の合計が100％にならない場合があります。 

〇複数回答を求めた設問では、比率の合計が100％を超えます。 

〇図表の数値（％）は、すべて小数点第２位を四捨五入して表示しています。そのため、

図表の各項目の数値を足したものと文章中の数値が一致しない場合があります。 

〇無記入、回答の読み取りが著しく困難な場合、１つまでの回答を求めている設問に対し

２つ以上回答していた場合は「不明・無回答」として処理しています。 

〇グラフ中の数字は、特に断り書きのないかぎりすべて構成比を意味し、単位は％です。 

〇前回調査とは、平成28年度に本市で実施したアンケート調査のことです。 

 

３）調査結果概要 

（１）当事者アンケート結果（18 歳未満・18 歳以上調査） 

① 回答者の年代と障害の種類 

■回答者の年代と障害の種類 

（％） 
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18 歳未満(n=86) 3.5 1.2 9.3 5.8 1.2 51.2 8.1 74.4 2.3 3.5 7.0 2.3 

18～39 歳(n=128) 3.9 2.3 4.7 14.1 5.5 50.8 24.2 26.6 5.5 0.8 2.3 3.9 

40～64 歳(n=249) 5.6 4.0 6.4 36.5 13.7 10.0 29.3 2.8 6.8 6.0 2.4 4.0 

65 歳以上(n=279) 4.3 7.5 5.0 55.2 19.7 1.1 8.6 0.4 7.2 2.9 4.3 7.9 
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② 障害のある人に対する理解 

■障害や障害のある人に対する理解（単数回答） 

「この 10 年間における障害や障害のある人に対する理解」を尋ねたところ、18 歳未

満は「深まっていない」「わからない」が、18～39 歳・40～64 歳・65 歳以上は「わから

ない」がそれぞれ最も多くなっています。 

 

 

■障害を理由とした差別や嫌な経験の有無（単数回答） 

「過去 10 年間で障害を理由とした差別や嫌な経験」を尋ねたところ、18 歳未満・18

～39 歳は「ある」、40～64 歳・65 歳以上は「ない」がそれぞれ最も多くなっています。 
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■どのような場所で差別や嫌な思いをしたか（複数回答） 

障害を理由とした差別や嫌な思いをしたことがあると答えた人に、「どのような場所で

差別や嫌な思いをしたか」を尋ねたところ、どの年代でも「外出中」が最も多くなって

います。また、40～64 歳は「仕事場」、18 歳未満・18～39 歳は「学校・園」が他の年代

と比べて多くなっています。 
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③ 情報の入手・相談先 

■情報の入手方法（複数回答） 

「福祉サービスや制度などに関する情報を、どこから知ることが多いか」を尋ねたと

ころ、18 歳未満は「学校・園の先生」、18～39 歳・40～64 歳は「市役所の窓口」、65 歳

以上は「市広報紙」が最も多くなっています。また、18 歳未満は「友人・知人」、18～39

歳は「岩出障害児者相談・支援センター」「家族」、40～64 歳は「医療機関（病院・診療

所など）」、65 歳以上は「新聞、雑誌、ラジオ、テレビ」が他の年代と比べて多くなって

います。 

前回と比べて、18～39 歳は「インターネット（市ウェブサイト以外）」（前回 6.3％か

ら今回 14.8％）が増加し、「福祉施設・サービス提供事業者」（前回 23.2％から今回 12.5％）、

「医療機関（病院・診療所など）」（前回 20.5％から今回 10.9％）が減少しています。40

～64 歳は「家族」（前回 6.8％から今回 15.7％）が増加しています。65 歳以上は「市ウェ

ブサイト」（前回 2.0％から今回 5.4％）、「インターネット（市ウェブサイト以外）」（前

回 0.9％から今回 5.4％）、「特にない」（前回 11.4％から今回 19.4％）が増加していま

す。 
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員
・
児
童
委
員 

医
療
機
関
（
病
院
・
診

療
所
な
ど
） 

家
族 

友
人
・
知
人 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
福

祉
団
体 

学
校
・
園
の
先
生 

新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
、

テ
レ
ビ 

そ
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

18 歳未満(n=86) 8.1 12.8 3.5 0.0 18.6 16.3 27.9 0.0 36.0 5.8 2.3 3.5 3.5 

18～39 歳(n=128) 14.8 12.5 3.9 0.0 10.9 25.8 11.7 0.0 4.7 7.0 1.6 14.1 0.0 

40～64 歳(n=249) 12.9 6.8 2.0 0.8 20.1 15.7 8.8 0.8 0.4 15.7 2.4 18.1 4.0 

65 歳以上(n=279) 5.4 4.7 0.4 1.1 12.2 10.4 11.1 2.2 0.0 22.9 3.2 19.4 10.4 
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■情報の入手状況（十分に得られているか）（単数回答） 

「福祉に関する情報を十分に入手できているか」を尋ねたところ、18 歳未満は「入手

できている」が 51.2％と半数を超えていますが、18～39 歳・40～64 歳・65 歳以上は「入

手できていない」がそれぞれ 60.2％、62.7％、56.3％と６割程度となっています。 

 

  

51.2 

46.5 

2.3 

38.3 

60.2 

1.6 

32.1 

62.7 

5.2 

31.2 

56.3 

12.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入手できている（「入手できている」と「どちらかといえ

ば入手できている」の計）

入手できていない（「入手できていない」と「どちらか

といえば入手できていない」の計）

不明・無回答

18歳未満(n=86) 18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)
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■何か困った時に相談する相手（複数回答） 

「何か困った時に相談する相手」を尋ねたところ、18 歳未満は「学校・園の先生」、18

～39 歳・40～64 歳・65 歳以上は「家族」が最も多くなっています。また、18～39 歳は

「岩出障害児者相談・支援センター」が他の年代と比べて多くなっています。 

前回と比べて、40～64 歳は「和歌山県精神保健福祉センター」（前回 0.4％から今回

2.8％）が増加しています。65 歳以上は「特にいない」（前回 8.6％から今回 15.8％）が

増加しています。 

（％） 

 
 市

役
所
の
窓
口 

那
賀
振
興
局
・
岩
出

保
健
所
（
和
歌
山
県
） 

岩
出
障
害
児
者
相

談
・
支
援
セ
ン
タ
ー 

児
童
相
談
所 

和
歌
山
県
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー 

和
歌
山
県
発
達
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー 

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー 

地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー 

障
害
者
相
談
員 

保
健
師 

障
害
者
団
体
や
家
族

会 民
生
委
員
・
児
童
委

員 

18 歳未満(n=86) 11.6 0.0 9.3 0.0 1.2 2.3 1.2 10.5 2.3 19.8 1.2 0.0 

18～39 歳(n=128) 28.1 4.7 29.7 0.0 0.8 3.1 1.6 1.6 8.6 1.6 2.3 0.0 

40～64 歳(n=249) 34.9 2.4 10.0 0.4 2.8 0.4 2.8 0.4 2.0 0.8 2.4 0.8 

65 歳以上(n=279) 33.3 2.9 3.9 0.0 0.4 0.0 7.9 0.0 2.2 0.4 1.1 1.4 

 
 福

祉
施
設
・
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
者 

相
談
支
援
事
業
所
な

ど
の
民
間
の
相
談
窓
口 

医
療
機
関
（
病
院
・
診

療
所
・
薬
局
な
ど
） 

家
族 

友
人
・
知
人 

近
所
の
人 

職
場
の
上
司
や
同
僚 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
福

祉
団
体 

学
校
・
園
の
先
生 

そ
の
他 

特
に
い
な
い 

不
明
・
無
回
答 

18 歳未満(n=86) 16.3 2.3 18.6 58.1 29.1 1.2 2.3 0.0 60.5 2.3 5.8 3.5 

18～39 歳(n=128) 13.3 4.7 23.4 57.8 19.5 0.8 7.8 1.6 3.1 6.3 8.6 0.8 

40～64 歳(n=249) 8.0 3.2 27.3 53.0 19.3 4.4 8.4 1.6 0.4 1.6 11.2 3.2 

65 歳以上(n=279) 6.8 0.7 18.3 51.6 17.9 7.5 0.4 2.2 0.0 5.0 15.8 5.4 
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④ 障害福祉サービス等の利用状況と利用意向 

■児童系サービスの利用状況と利用意向（18 歳未満）（複数回答） 

児童系サービスの利用状況で「利用している」は、「放課後等デイサービス(＊)」が 47.7％

で最も多く、次いで「児童発達支援(＊)」が 39.5％、「保育所等訪問支援(＊)」が 9.3％となっ

ています。 

児童サービスの利用意向で「利用したい」は、「放課後等デイサービス(＊)」が 60.5％で最

も多く、次いで「児童発達支援(＊)」が 32.6％、「保育所等訪問支援(＊)」が 22.1％となって

います。 

 

■障害福祉サービスの利用状況と利用意向（18 歳未満）（複数回答） 

障害福祉サービスの利用状況で「利用している」は、「障害児相談支援(＊)、計画相談支

援(＊)」が 36.0％で最も多く、次いで「補装具費支給(＊)」が 9.3％、「短期入所（ショー

トステイ）(＊)」が 2.3％となっています。 

障害福祉サービスの利用意向で「利用したい」は、「障害児相談支援(＊)、計画相談支援

(＊)」が 38.4％で最も多く、次いで「自立訓練（生活訓練）(＊)」が 25.6％、「就労移行支

援(＊)」が 23.3％となっています。 

 

39.5

7.0

47.7

9.3
0.0 1.2 0.0

32.6

7.0

60.5

22.1

7.0 5.8 2.3
0%

20%

40%

60%

80%

児
童
発
達
支
援

医
療
型
児
童
発
達
支
援

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

保
育
所
等
訪
問
支
援

居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援

福
祉
型
児
童
入
所
施
設

医
療
型
児
童
入
所
施
設

利用状況 利用意向

1.2 1.2 1.2 2.3 
0.0

9.3 

36.0 

8.1 
4.7 

14.0 

5.8 
3.5 

16.3 

2.3 

8.1 
11.6 

16.3 

25.6 
23.3 22.1 22.1 

12.8
9.3 9.3 10.5 

38.4 

7.0 
10.5 

0%

10%

20%

30%

40%

居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

重
度
訪
問
介
護

行
動
援
護

同
行
援
護

重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

短
期
入
所

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

療
養
介
護

生
活
介
護

自
立
生
活
援
助

自
立
訓
練
（機
能
訓
練
）

自
立
訓
練
（生
活
訓
練
）

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ａ
型

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

就
労
定
着
支
援

共
同
生
活
援
助

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

施
設
入
所
支
援

補
装
具
費
支
給

障
害
児
相
談
支
援
、

計
画
相
談
支
援

地
域
移
行
支
援

地
域
定
着
支
援

訪問系 日中活動系 施設・居住系 相談支援

利用状況 利用意向
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■地域生活支援事業の利用状況と利用意向（18 歳未満）（複数回答） 

地域生活支援事業の利用状況で「利用している」は、「日常生活用具の給付(＊)」が 4.7％

で最も多く、次いで「障害者相談支援事業(＊)（基幹相談支援センター）」が 3.5％、「移

動支援(＊)」と「日中一時支援事業(＊)」が、ともに 2.3％となっています。 

地域生活支援事業の利用意向で「利用したい」は、「日中一時支援事業(＊)」が 25.6％

で最も多く、次いで「移動支援(＊)」が 24.4％、「障害者相談支援事業(＊)（基幹相談支援

センター）」が 23.3％となっています。 

 

  

3.5
0.0 0.0 0.0 

4.7 
2.3 1.2 2.3 1.2 0.0 

23.3

10.5 
12.8 

3.5 

10.5 

24.4 

16.3 

25.6 

3.5 
1.2 

0%

10%

20%

30%

40%

障
害
者
相
談
支
援
事
業

（基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

住
宅
入
居
等
支
援
事
業

（居
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
）

成
年
後
見
制
度

利
用
支
援
事
業

手
話
通
訳
者
・

要
約
筆
記
奉
仕
員
の
派
遣

日
常
生
活
用
具
の
給
付

移
動
支
援

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

日
中
一
時
支
援
事
業

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

声
の
広
報
等
発
行

利用状況 利用意向
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■障害福祉サービスの利用状況と利用意向（18～39 歳）（複数回答） 

障害福祉サービスの利用状況で「利用している」は、「計画相談支援(＊)」が 31.3％で

最も多く、次いで「就労継続支援Ｂ型(＊)」が 21.9％、「生活介護(＊)」が 11.7％となって

います。 

障害福祉サービスの利用意向で「利用したい」は、「計画相談支援(＊)」が 28.9％で最

も多く、次いで「就労継続支援Ｂ型(＊)」が 21.1％、「共同生活援助（グループホーム）

(＊)」が 20.3％となっています。 

 

 

■地域生活支援事業の利用状況と利用意向（18～39 歳）（複数回答） 

地域生活支援事業の利用状況で「利用している」は、「障害者相談支援事業(＊)（基幹相

談支援センター）」が 23.4％で最も多く、次いで「地域活動支援センター(＊)」と「日中

一時支援事業(＊)」が、ともに 10.2％となっています。 

地域生活支援事業の利用意向で「利用したい」は、「障害者相談支援事業(＊)（基幹相談

支援センター）」が 28.1％で最も多く、次いで「移動支援(＊)」が 22.7％、「地域活動支援

センター(＊)」が 19.5％となっています。 

 

  

3.9 1.6 3.1 2.3 1.6 
6.3 

0.0 

11.7 

1.6 
4.7 3.1 2.3 

9.4 

21.9 

4.7 4.7 
0.0 

8.6 

31.3 

3.1 3.1 
8.6 

3.9 
9.4 

5.5 4.7 

14.1 

0.8 

10.9 
14.1 11.7 

16.4 
12.5 

16.4 
21.1 

17.2 
20.3 

7.0 
10.9 

28.9 

11.7 11.7 

0%

10%

20%

30%

40%

居
宅
介
護
（ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

重
度
訪
問
介
護

行
動
援
護

同
行
援
護

重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

短
期
入
所
（シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

療
養
介
護

生
活
介
護

自
立
生
活
援
助

自
立
訓
練
（機
能
訓
練
）

自
立
訓
練
（生
活
訓
練
）

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ａ
型

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

就
労
定
着
支
援

共
同
生
活
援
助

（グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

施
設
入
所
支
援

補
装
具
費
支
給

計
画
相
談
支
援

地
域
移
行
支
援

地
域
定
着
支
援

訪問系 日中活動系 施設・居住系 相談支援

利用状況 利用意向

23.4

0.8 0.0 0.0 
2.3 

9.4 10.2 10.2 
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13.3 
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住
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入
居
等
支
援
事
業

（居
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
）

成
年
後
見
制
度

利
用
支
援
事
業

手
話
通
訳
者
・

要
約
筆
記
奉
仕
員
の
派
遣

日
常
生
活
用
具
の
給
付

移
動
支
援

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

日
中
一
時
支
援
事
業

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

声
の
広
報
等
発
行

利用状況 利用意向
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■障害福祉サービスの利用状況と利用意向（40～64 歳）（複数回答） 

障害福祉サービスの利用状況で「利用している」は、「居宅介護（ホームヘルプ）(＊)」

と「補装具費支給(＊)」が、ともに 9.2％で最も多く、次いで「計画相談支援(＊)」が 7.2％

となっています。 

障害福祉サービスの利用意向で「利用したい」は、「補装具費支給(＊)」が 14.5％で最

も多く、次いで「居宅介護（ホームヘルプ）(＊)」が 11.6％、「計画相談支援(＊)」が 10.8％

となっています。 

 

 

■地域生活支援事業の利用状況と利用意向（40～64 歳）（複数回答） 

地域生活支援事業の利用状況で「利用している」は、「障害者相談支援事業(＊)（基幹相

談支援センター）」が 8.4％で最も多く、次いで「日常生活用具の給付(＊)」が 6.0％、「移

動支援(＊)」が 4.4％となっています。 

地域生活支援事業の利用意向で「利用したい」は、「障害者相談支援事業(＊)（基幹相談

支援センター）」が 16.1％で最も多く、次いで「日常生活用具の給付(＊)」が 12.0％、「移

動支援(＊)」が 10.4％となっています。 
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■障害福祉サービスの利用状況と利用意向（65 歳以上）（複数回答） 

障害福祉サービスの利用状況で「利用している」は、「補装具費支給(＊)」が 10.4％で

最も多く、次いで「居宅介護（ホームヘルプ）(＊)」が 5.4％、「自立訓練（機能訓練）(＊)」

が 4.3％となっています。 

障害福祉サービスの利用意向で「利用したい」は、「補装具費支給(＊)」が 16.1％で最

も多く、次いで「居宅介護（ホームヘルプ）(＊)」が 14.3％、「生活介護(＊)」が 11.8％と

なっています。 

 

 

■地域生活支援事業の利用状況と利用意向（65 歳以上）（複数回答） 

地域生活支援事業の利用状況で「利用している」は、「日常生活用具の給付(＊)」が 6.5％

で最も多く、次いで「移動支援(＊)」が 3.9％、「住宅入居等支援事業（居住サポート事業）

(＊)」「手話通訳者・要約筆記奉仕員の派遣(＊)」「訪問入浴サービス事業(＊)」が 2.2％となっ

ています。 

地域生活支援事業の利用意向で「利用したい」は、「日常生活用具の給付(＊)」が 17.2％

で最も多く、次いで「移動支援(＊)」が 14.3％、「障害者相談支援事業(＊)（基幹相談支援

センター）」が 10.4％となっています。 

 

5.4 
1.4 0.7 2.5 2.2 2.5 1.1 3.2 1.4 

4.3 2.5 0.4 0.4 0.4 0.4 1.1 1.4 

10.4 

3.2 0.7 1.1 

14.3 
7.9 7.5 8.6 7.9 

11.5 9.0 11.8 
7.5 9.3 

5.4 
1.8 1.1 1.4 1.4 

6.1 
10.0 

16.1 

9.0 
2.5 

5.7 

0%

10%

20%

30%

40%

居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

重
度
訪
問
介
護

行
動
援
護

同
行
援
護

重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

短
期
入
所
（シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

療
養
介
護

生
活
介
護

自
立
生
活
援
助

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ａ
型

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

就
労
定
着
支
援

共
同
生
活
援
助

（グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

施
設
入
所
支
援

補
装
具
費
支
給

計
画
相
談
支
援

地
域
移
行
支
援

地
域
定
着
支
援

訪問系 日中活動系 施設・居住系 相談支援

利用状況 利用意向

1.1 2.2 1.1 2.2 
6.5 

3.9 
1.8 1.4 2.2 1.4 

10.4
6.8 

2.5 2.5 

17.2 
14.3 

7.5 7.5 7.9 
3.2 

0%

10%

20%

30%

40%

障
害
者
相
談
支
援
事
業

（
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

住
宅
入
居
等
支
援
事
業

（
居
住
サ
ポ
ー
ト
事
業
）

成
年
後
見
制
度

利
用
支
援
事
業

手
話
通
訳
者
・

要
約
筆
記
奉
仕
員
の
派
遣

日
常
生
活
用
具
の
給
付

移
動
支
援

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

日
中
一
時
支
援
事
業

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

声
の
広
報
等
発
行

利用状況 利用意向
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⑤ 権利擁護 

■障害者虐待防止センターの認知度（単数回答） 

「障害者虐待防止センターの認知状況」を尋ねたところ、「知っている」と答えた人は、

18 歳未満は 14.0％、18～39 歳は 15.6％、65 歳以上は 14.3％となっています。40～64 歳

の人は 7.6％と他の年代と比べて低くなっています。 

 

 

■成年後見制度の認知度（単数回答） 

「成年後見制度の認知状況」を尋ねたところ、「名前も内容も知らない」と答えた人は、

18 歳未満は 38.4％、18～39 歳は 43.8％、40～64 歳は 36.1％、65 歳以上は 33.0％となっ

ています。 

 

  

14.0 

83.7 

2.3 

15.6 

83.6 

0.8 

7.6 

90.0 

2.4 

14.3 

78.1 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている

知らない

不明・無回答

18歳未満(n=86) 18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)

22.1 

38.4 

38.4 

1.2 

20.3 

34.4 

43.8 

1.6 

24.5 

35.3 

36.1 

4.0 

21.9 

36.9 

33.0 

8.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名前も内容も知っている

名前を聞いたことがあるが、内容は知らない

名前も内容も知らない

不明・無回答

18歳未満(n=86) 18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)
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⑥ 家族介助者の状況 

■家族介助者の健康状態（単数回答） 

日常生活での介助が必要で、主に家族が介助を行っている割合は、18 歳未満は 86.0％、

18～39 歳は 49.2％、40～64 歳は 28.5％、65 歳以上は 30.8％となっています。 

「家族介助者の健康状態」を尋ねたところ、どの年代でも「ふつう」が最も多くなっ

ています。18 歳未満の方の家族介助者は健康状態が「よい」が 43.2％と他の年代に比べ

て多く、65 歳以上の方の介助者は「よくない」が 27.9％と他の年代に比べて多くなって

います。 

日常生活の介助の状況 

 

 

家族介助者の健康状態 

 

  

7.0 

86.0 

7.0 

39.8 

49.2 

10.9 

52.6 

28.5 

18.9 

61.3 

30.8 

7.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常生活で介助不要または不明

日常生活で介助が必要で家族介助者が主に介助を

している

日常生活で介護が必要で家族以外が主に介助また

は介助者不在・不明

18歳未満(n=86) 18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)

43.2 

48.6 

6.8 

1.4 

28.6 

57.1 

12.7 

1.6 

26.8 

52.1 

19.7 

1.4 

23.3 

40.7 

27.9 

8.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい

ふつう

よくない

不明・無回答

18歳未満(n=74) 18～39歳(n=63) 40～64歳(n=71) 65歳以上(n=86)
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■家族介助者の困っていること（複数回答） 

「家族介助者が困っていること」を尋ねたところ、どの年代でも「将来、本人が一人

になった時に不安」が最も多くなっていますが、18～39歳は８割弱と多くなっています。

また、「自分の時間が持てない」は年齢が低くなるにつれて多くなっています。「経済的

負担が大きい」は年齢が高くなるにつれて多くなっています。 

 

  

6.8 

27.0 

18.9 

5.4 

4.1 

10.8 

35.1 

5.4 

10.8 

27.0 

2.7 

6.8 

71.6 

2.7 

13.5 

1.4 

9.5 

34.9 

15.9 

11.1 

4.8 

15.9 

28.6 

7.9 

15.9 

41.3 

9.5 

14.3 

79.4 

7.9 

3.2 

3.2 

2.8 

33.8 

15.5 

11.3 

2.8 

12.7 

14.1 

12.7 

23.9 

33.8 

14.1 

12.7 

64.8 

7.0 

11.3 

1.4 

8.1 

31.4 

9.3 

8.1 

2.3 

18.6 

10.5 

11.6 

24.4 

18.6 

22.1 

8.1 

51.2 

5.8 

11.6 

14.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

休憩がとれない

長時間の外出ができない

仕事に出られない

家事に手がまわらない

介助の方法がわからない

手助けをしてくれる人がいない

自分の時間が持てない

住宅がバリアフリー化されていない

経済的負担が大きい

精神的負担が大きい

介護者が病弱・障害がある

相談相手がいない

将来、本人が一人になった時に不安

その他

困っていることはない

不明・無回答

18歳未満(n=74) 18～39歳(n=63) 40～64歳(n=71) 65歳以上(n=86)
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⑦ 医療的ケア 

■現在受けている医療的ケア（複数回答） 

「現在受けている医療的ケア」を尋ねたところ、「受けていない」が 18歳未満は 79.1％、

18～39 歳は 70.3％となっていますが、40～64 歳は 49.8％、65 歳以上は 44.8％となって

います。「透析」は年齢が高くなるにつれて多くなっています。 

前回と比べて、18～39 歳は「受けていない」（前回 57.1％から今回 70.3％）が増加し

ています。 

 

79.1 

1.2 

1.2 

2.3 

1.2 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

8.1 

4.7 

8.1 

70.3 

0.0 

0.8 

0.8 

0.8 

0.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

17.2 

3.1 

11.7 

49.8 

2.0 

0.4 

0.0 

0.4 

0.8 

1.2 

0.4 

6.8 

0.4 

2.0 

20.9 

10.0 

10.8 

44.8 

0.7 

0.0 

0.7 

0.4 

0.0 

0.0 

0.0 

7.2 

2.9 

3.2 

19.4 

8.2 

16.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受けていない

気管切開

人工呼吸器（レスピレーター）

吸入

吸引

胃ろう・腸ろう

鼻腔経管栄養

中心静脈栄養（ＩＶＨ）

透析

カテーテル留置

ストマ（人工肛門・人工膀胱）

服薬管理

その他

不明・無回答

18歳未満(n=86) 18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)
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■医療を受けるにあたり困ること（複数回答） 

「医療を受けるにあたって困ること」を尋ねたところ、どの年代も、「特に困っていな

い」が最も多くなっています。また、「障害が理由で治療を受けにくい診療科がある（例：

歯科・整形外科など）」は年齢が低くなるにつれて多くなっています。 

前回と比べて、18～39 歳は「専門的なリハビリができる施設が身近にない」（前回 7.1％

から今回 0.8％）が減少しています。 

 

  

2.3 

7.0 

2.3 

3.5 

22.1 

1.2 

4.7 

4.7 

9.3 

5.8 

54.7 

5.8 

10.9 

10.9 

0.8 

4.7 

14.8 

10.2 

12.5 

11.7 

10.2 

7.8 

45.3 

7.8 

5.2 

10.4 

7.2 

2.8 

4.8 

8.8 

12.0 

11.2 

7.2 

9.6 

47.4 

8.0 

5.0 

9.7 

5.0 

3.9 

4.7 

1.4 

10.8 

10.4 

4.3 

2.5 

52.0 

12.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通院するときに手助けしてくれる人がいない

専門的な治療を行う病院が身近にない

専門的なリハビリができる施設が身近にない

ちょっとした病気やけがのときに受け入れてくれる病

院が身近にない

障害が理由で治療を受けにくい診療科がある（例：歯

科・整形外科など）

医師に病気のことや薬のことを気軽に聞けない

交通費の負担が大きい

医療費の負担が大きい

コミュニケーションが取りにくい（手話や筆談などの対

応をしてくれない）

その他

特に困っていない

不明・無回答

18歳未満(n=86) 18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)
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⑧ 学校・園（18 歳未満のみ） 

■就園・就学、学校生活等で望むこと（充実してほしいこと）（複数回答） 

「就園・就学、学校生活で望むこと」を尋ねたところ、就学前児童は「能力や障害の

状態に応じた指導をしてほしい」「障害特性の理解と支援を促進してほしい」、小学生は

「障害特性の理解と支援を促進してほしい」、中学生・高校生は「能力や障害の状態に応

じた指導をしてほしい」がそれぞれ最も多くなっています。 

（％） 

 
 相

談
体
制
を
充
実
し
て
ほ
し
い 

能
力
や
障
害
の
状
態
に
応
じ
た

指
導
を
し
て
ほ
し
い 

施
設
、
設
備
、
教
材
を
充
実
し

て
ほ
し
い 

通
常
の
学
級
へ
の
受
け
入
れ
を

進
め
て
ほ
し
い 

幼
稚
園
・
保
育
園
へ
の
受
け
入

れ
を
進
め
て
ほ
し
い 

放
課
後
や
長
期
休
暇
（
夏
休
み

な
ど
）
に
預
か
っ
て
ほ
し
い 

ま
わ
り
の
子
ど
も
た
ち
の
理
解

を
深
め
る
よ
う
な
交
流
の
機

会
を
増
や
し
て
ほ
し
い 

医
療
的
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い 

療
育
指
導
（
理
学
療
法
、
言
語

や
難
聴
指
導
な
ど
）
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い 

全体(n=86) 25.6 53.5 16.3 9.3 8.1 19.8 24.4 2.3 29.1 

就学前(n=28) 35.7 60.7 21.4 21.4 17.9 25.0 17.9 0.0 39.3 

小学生(n=30) 33.3 46.7 13.3 6.7 3.3 16.7 43.3 3.3 40.0 

中学生(n=9) 11.1 55.6 11.1 0.0 0.0 11.1 11.1 0.0 11.1 

高校生(n=10) 0.0 60.0 10.0 0.0 0.0 10.0 10.0 10.0 10.0 

 
 通

級
に
よ
る
指
導
（
各
教
科
な
ど
の
指
導
を
通
常

の
学
級
で
行
い
な
が
ら
、
障
害
に
応
じ
た
特
別
の
指

導
を
特
別
の
場
で
行
う
指
導
）
を
充
実
し
て
ほ
し
い 

通
常
学
級
で
の
支
援
を
促
進
し
て
ほ
し
い 

通
常
の
学
級
に
お
け
る
教
員
・
職
員
を
増
員
し
て
ほ

し
い 

障
害
特
性
の
理
解
と
支
援
を
促
進
し
て
ほ
し
い 

い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
へ
の
対
応
を
強
化
し
て
ほ
し

い 特
別
支
援
教
育
支
援
員
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

増
員
し
て
ほ
し
い 

そ
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

全体(n=86) 10.5 10.5 17.4 53.5 20.9 25.6 4.7 18.6 0.0 

就学前(n=28) 17.9 14.3 17.9 60.7 35.7 39.3 7.1 17.9 0.0 

小学生(n=30) 3.3 13.3 26.7 70.0 23.3 30.0 3.3 13.3 0.0 

中学生(n=9) 22.2 11.1 11.1 44.4 0.0 11.1 0.0 11.1 0.0 

高校生(n=10) 10.0 0.0 0.0 20.0 0.0 10.0 0.0 40.0 0.0 
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■放課後・長期休暇における過ごし方（複数回答） 

放課後・長期休暇（夏休み）における「現在の過ごし方」は、放課後・長期休暇とも

に、「放課後等デイサービス(＊)に行く」「家にいる（家族と過ごす）」が多く、「希望する

過ごし方」においても「放課後等デイサービス(＊)に行きたい」「家にいる（家族と過ごし

たい）」が多くなっています。 

前回と比べて、放課後の「現在の過ごし方」は「放課後等デイサービス(＊)に行く」が

増加しています。放課後の「希望する過ごし方」は「クラブ活動をしたい」が減少し、

「放課後等デイサービス(＊)に行きたい」が増加しています。 

 

放課後における「現在の過ごし方」と「希望する過ごし方」 

 

放課後における「現在の過ごし方」（前回比較）             （％） 

 
 ク

ラ
ブ
活
動
を

し
て
い
る 

学

童

保

育

で

過
ご
し
て
い
る 

放

課

後

等

デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に

行
く 

日
中
一
時
支

援
を
利
用
し
て

い
る 

友
達
と
遊
ぶ 

習
い
事
や
塾
に

行
く 

家
に
い
る
（
居

宅
介

護
を
利

用
す
る
） 

家
に
い
る
（
家

族
と
過
ご
す
） 

家
に
い
る
（
一

人
で
過
ご
す
） 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

今回調査(n=49) 2.0  6.1  67.3  2.0  10.2  14.3  0.0  57.1  6.1  0.0  2.0  

前回調査(n=56) 8.9  1.8  48.2  3.6  14.3  23.2  5.4  64.3  10.7  5.4  0.0  

 

放課後における「希望する過ごし方」（前回比較）             （％） 

 
 ク

ラ
ブ
活
動
を
し
た

い 学
童
保
育
で
過
ご
し

た
い 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
行
き
た
い 

日
中
一
時
支
援
を

利
用
し
た
い 

友
達
と
遊
び
た
い 

習
い
事
や
塾
に
行
き

た
い 

家
に
い
る
（
居
宅
介

護
を
利
用
し
た
い
） 

家
に
い
る
（
家
族
と

過
ご
し
た
い
） 

家
に
い
る
（
一
人
で

過
ご
し
た
い
） 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

今回調査(n=49) 4.1 2.0 65.3 6.1 24.5 10.2 0.0 46.9 6.1 0.0 12.2 

前回調査(n=56) 21.4 1.8 42.9 8.9 41.1 25.0 5.4 41.1 8.9 7.1 8.9 

  

2.0 6.1 

67.3 

2.0 
10.2 14.3 

0.0 

57.1 

6.1 
0.0 2.0 4.1 2.0 

65.3 

6.1 

24.5 

10.2 
0.0 

46.9 

6.1 
0.0 

12.2 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
る

【
し
た
い
】

学
童
保
育
で
過
ご
し
て
い

る
【
過
ご
し
た
い
】

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
行
く【
行
き
た
い
】

日
中
一
時
支
援
を
利
用
し

て
い
る
【
利
用
し
た
い
】

友
達
と
遊
ぶ【
遊
び
た
い
】

習
い
事
や
塾
に
行
く【
行
き

た
い
】

家
に
い
る
（
居
宅
介
護
を
利

用
す
る
【
利
用
し
た
い
】
）

家
に
い
る
（
家
族
と
過
ご
す

【
過
ご
し
た
い
】
）

家
に
い
る
（
一
人
で
過
ご
す

【
過
ご
し
た
い
】
）

そ
の
他

不
明
・
無
回
答

現在の過ごし方 希望する過ごし方
(n=49)
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前回と比べて、長期休暇の「現在の過ごし方」は「放課後等デイサービス(＊)に行く」

が増加しています。長期休暇の「希望する過ごし方」は「放課後等デイサービス(＊)に行

きたい」が増加し、「習い事や塾に行きたい」が減少しています。 

 

長期休暇における「現在の過ごし方」と「希望する過ごし方」 

 

 

長期休暇における「現在の過ごし方」（前回比較）             （％） 

 
 ク

ラ
ブ
活
動
を
し

て
い
る 

学
童
保
育
で
過
ご

し
て
い
る 

放

課

後

等

デ

イ

サ
ー
ビ
ス
に
行
く 

日
中
一
時
支
援
を

利
用
し
て
い
る 

友
達
と
遊
ぶ 

習
い
事
や
塾
に
行

く 家
に
い
る
（
居
宅
介

護
を
利
用
す
る
） 

家
に
い
る
（
家
族
と

過
ご
す
） 

家
に
い
る
（
一
人
で

過
ご
す
） 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

今回調査(n=49) 2.0  6.1  69.4  4.1  12.2  16.3  2.0  49.0  6.1  2.0  2.0  

前回調査(n=56) 7.1  1.8  46.4  8.9  23.2  25.0  3.6  64.3  16.1  8.9  0.0  

 

長期休暇における「希望する過ごし方」（前回比較）             （％） 

 
 ク

ラ
ブ
活
動
を
し
た

い 学
童
保
育
で
過
ご
し

た
い 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
行
き
た
い 

日
中
一
時
支
援
を

利
用
し
た
い 

友
達
と
遊
び
た
い 

習
い
事
や
塾
に
行
き

た
い 

家
に
い
る
（
居
宅
介

護
を
利
用
し
た
い
） 

家
に
い
る
（
家
族
と

過
ご
し
た
い
） 

家
に
い
る
（
一
人
で

過
ご
し
た
い
） 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

今回調査(n=49) 4.1  2.0  65.3  8.2  24.5  12.2  0.0  46.9  10.2  0.0  12.2  

前回調査(n=56) 16.1  0.0  42.9  16.1  42.9  30.4  5.4  44.6  10.7  10.7  5.4  

  

2.0 6.1 

69.4 

4.1 
12.2 16.3 

2.0 

49.0 

6.1 2.0 2.0 4.1 2.0 

65.3 

8.2 

24.5 

12.2 
0.0 

46.9 

10.2 
0.0 

12.2 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

ク
ラ
ブ
活
動
を
し
て
い
る

【
し
た
い
】

学
童
保
育
で
過
ご
し
て
い

る【
過
ご
し
た
い
】

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
行
く【
行
き
た
い
】

日
中
一
時
支
援
を
利
用
し

て
い
る
【
利
用
し
た
い
】

友
達
と
遊
ぶ【
遊
び
た
い
】

習
い
事
や
塾
に
行
く【
行
き

た
い
】

家
に
い
る
（居
宅
介
護
を
利

用
す
る【
利
用
し
た
い
】）

家
に
い
る
（家
族
と
過
ご
す

【
過
ご
し
た
い
】）

家
に
い
る
（一
人
で
過
ご
す

【
過
ご
し
た
い
】）

そ
の
他

不
明
・無
回
答

現在の過ごし方 希望する過ごし方(n=49)
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⑨ スポーツ活動、芸術・文化活動 

■スポーツ活動の実施状況と今後の意向（単数回答） 

スポーツ活動の「１年間における実施状況」を尋ねたところ、どの年代でも「行って

いない」が最も多くなっています。「行った」は 18 歳未満・18～39 歳が他の年代と比べ

て多くなっています。 

「今後のスポーツ活動の意向」を尋ねたところ、18 歳未満・18～39 歳は「行いたい」、

40～64 歳・65 歳以上は「わからない」が最も多くなっています。 

前回と比べて、65 歳以上は「行いたくない」（前回 34.1％から今回 28.0％）が減少し

ています。 

スポーツ活動の１年間における実施状況 

 

 

今後のスポーツ活動の意向 

 

38.4 

57.0 

4.7 

32.0 

64.8 

3.1 

18.1 

78.7 

3.2 

20.4 

69.5 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行った

行っていない

不明・無回答

18歳未満(n=86) 18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)

48.8 

5.8 

37.2 

8.1 

41.4 

18.8 

31.3 

8.6 

30.9 

20.9 

39.8 

8.4 

25.8 

28.0 

34.1 

12.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行いたい

行いたくない

わからない

不明・無回答

18歳未満(n=86) 18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)
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■芸術・文化活動の実施状況と今後の意向（単数回答） 

芸術・文化活動の「１年間における実施状況」を尋ねたところ、どの年代でも「行っ

ていない」が最も多くなっています。 

「今後の芸術・文化活動の意向」を尋ねたところ、どの年代でも「わからない」が最

も多くなっています。「行いたい」は 18 歳未満・18～39 歳で３割程度と他の年代と比べ

て多くなっています。 

芸術・文化活動の１年間における実施状況 

 

 

今後の芸術・文化活動の意向 

 

  

12.8 

83.7 

3.5 

17.2 

80.5 

2.3 

8.0 

86.3 

5.6 

11.8 

77.4 

10.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行った

行っていない

不明・無回答

18歳未満(n=86) 18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)

33.7 

7.0 

54.7 

4.7 

30.5 

22.7 

41.4 

5.5 

17.3 

24.9 

49.0 

8.8 

15.4 

27.2 

40.5 

16.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行いたい

行いたくない

わからない

不明・無回答

18歳未満(n=86) 18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)
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■地域で行われる行事や余暇活動に参加するにあたって困ること（複数回答） 

「地域で行われる行事や余暇活動に参加するにあたって困ること」を尋ねたところ、

どの年代も「どのような活動が行われているか知らない」が最も多くなっています。 

18 歳未満は「周囲に気を使う」「コミュニケーションが難しい」、18～39 歳は「コミュ

ニケーションが難しい」、40～64 歳は「一緒に活動する友人・仲間がいない」、65 歳以上

は「健康や体力に自信がない」「特にない」が他の年代と比べて多くなっています。 

前回と比べて、40～64 歳は「気軽に参加できる活動が少ない」（前回 13.2％から今回

20.9％）、「一緒に活動する友人・仲間がいない」（前回 21.7％から今回 28.9％）、「参加

したいが誘ってもらえない」（前回 1.8％から今回 5.2％）が増加しています。65 歳以上

は「どのような活動が行われているか知らない」（前回 23.4％から今回 35.8％）が増加

しています。 

 

             （％） 

 
 ど

の
よ
う
な
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る

か
知
ら
な
い 

気
軽
に
参
加
で
き

る
活
動
が
少
な
い 

障
害
に
あ
っ
た
イ

ベ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
な
い 

興
味
の
あ
る
イ
ベ

ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
な
い 

一
緒
に
活
動
す

る
友
人
・
仲
間
が

い
な
い 

介
助
者
の
確
保

が
難
し
い 

家
族
へ
の
負
担
が

大
き
い 

周
囲
に
気
を
使

う 障
害
に
対
す
る

理
解
が
な
い 

18 歳未満(n=86) 44.2 22.1 25.6 14.0 18.6 5.8 22.1 31.4 23.3 

18～39 歳(n=128) 49.2 25.8 20.3 26.6 28.1 10.9 18.0 21.9 16.4 

40～64 歳(n=249) 50.2 20.9 15.7 20.5 28.9 4.4 10.8 19.7 10.0 

65 歳以上(n=279) 35.8 11.8 9.7 11.5 17.2 5.7 11.8 7.9 4.3 

 
 お

金
が
か
か
る 

活
動
場
所
が
近

く
に
な
い
・
移
動

手
段
が
な
い 

健
康
や
体
力
に

自
信
が
な
い 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
難
し
い 

施
設
（
場
所
）
が

バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

な
っ
て
い
な
い 

参

加

し
た
い
が

誘
っ
て
も
ら
え
な

い そ
の
他 

特
に
な
い 

不
明
・
無
回
答 

18 歳未満(n=86) 10.5 2.3 4.7 27.9 2.3 3.5 0.0 25.6 3.5 

18～39 歳(n=128) 22.7 14.8 19.5 31.3 3.1 6.3 4.7 14.1 4.7 

40～64 歳(n=249) 17.7 10.0 20.1 17.7 4.4 5.2 7.6 20.1 7.6 

65 歳以上(n=279) 10.4 10.8 28.0 8.6 2.2 3.9 1.4 29.7 13.6 
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⑩ 就労（18 歳以上のみ） 

■就労状況（単数回答） 

「就労状況」を尋ねたところ、知的・発達障害(＊)の 18～39 歳が「就労継続支援Ｂ型

(＊)」が最も多いのを除き、３障害ともにどの年代も「働いていない（働いていたが辞め

た）」が最も多くなっています。一般就労として、「正社員（他の職員と勤務条件等に違

いはない）」は身体障害の 18～39 歳・40～64 歳でそれぞれ 18.2％と 29.9％となってい

ますが、その他の障害ではどの年代も 10％未満となっています。「パート、アルバイト、

臨時雇用」は、知的・発達障害(＊)の 65 歳以上を除き、３障害ともに１～２割程度となっ

ています。 

 

  

10.2 

0.8 

17.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.8 

7.8 

21.9 

7.8 

33.6 

0.0 

21.7 

3.2 

13.3 

2.4 

0.4 

0.4 

0.4 

4.4 

5.6 

3.2 

42.6 

2.4 

1.8 

0.4 

7.5 

5.7 

2.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.9 

71.0 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正職員（他の職員と勤務条件等に違いはない）

正職員（短時間勤務などの障害者配慮がある）

パート、アルバイト、臨時雇用

自営業

農林水産業

内職

就労移行支援

就労継続支援Ａ型

就労継続支援Ｂ型

その他

働いていない（働いていたが辞めた）

不明・無回答

18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)
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■就労状況（単数回答） 

（％） 

 
 正

職
員
（
他
の
職
員
と
勤

務
条
件
等
に
違
い
は
な
い
） 

正
職
員
（
短
時
間
勤
務
な

ど
の
障
害
者
配
慮
が
あ
る
） 

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
臨

時
雇
用 

自
営
業 

農
林
水
産
業 

内
職 

就
労
移
行
支
援 

就
労
継
続
支
援
Ａ
型 

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型 

そ
の
他 

働
い
て
い
な
い
（
働
い
て
い
た

が
辞
め
た
） 

不
明
・
無
回
答 

身
体 

障
害 

18～39 歳(n=33) 18.2 0.0 12.1 0.0 0.0 0.0 0.0 6.1 3.0 15.2 45.5 0.0 

40～64 歳(n=144) 29.9 3.5 15.3 2.1 0.7 0.7 0.0 2.8 0.7 2.8 40.3 1.4 

65 歳以上(n=233) 1.7 0.4 6.4 6.0 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 4.7 71.2 6.9 

知
的
・
発
達

障
害 

18～39 歳(n=79) 3.8 1.3 16.5 0.0 0.0 0.0 1.3 11.4 32.9 10.1 22.8 0.0 

40～64 歳(n=31) 6.5 0.0 9.7 0.0 0.0 0.0 0.0 12.9 22.6 9.7 35.5 3.2 

65 歳以上(n=4) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 75.0 0.0 

精
神 

障
害 

18～39 歳(n=31) 6.5 0.0 16.1 0.0 0.0 0.0 0.0 12.9 12.9 3.2 48.4 0.0 

40～64 歳(n=73) 6.8 2.7 8.2 2.7 0.0 0.0 1.4 8.2 11.0 2.7 53.4 2.7 

65 歳以上(n=24) 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 83.3 8.3 
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■必要な就労支援の内容（複数回答） 

「必要な就労支援の内容」を尋ねたところ、18～39 歳・40～64 歳は「職場の障害者理

解」、65 歳以上は「短時間勤務や勤務日数等の配慮」が最も多くなっています。 

前回と比べて、18～39 歳は「在宅勤務の拡充」（前回 12.5％から今回 22.7％）が増加

しています。40～64 歳は「短時間勤務や勤務日数等の配慮」（前回 35.6％から今回 47.4％）、

「就労後のフォローなど職場と支援機関の連携」（前回 17.4％から今回 26.1％）が増加

しています。 

 

 

  

44.5 

17.2 

46.1 

22.7 

68.8 

35.2 

35.9 

18.8 

34.4 

4.7 

7.0 

39.8 

28.5 

47.4 

23.3 

57.4 

20.1 

26.1 

18.1 

22.5 

6.8 

8.4 

31.2 

26.5 

36.6 

23.7 

34.4 

15.8 

14.3 

9.0 

15.8 

8.2 

26.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤手段の確保

勤務場所におけるバリアフリー等の配慮

短時間勤務や勤務日数等の配慮

在宅勤務の拡充

職場の障害者理解

職場で介助や援助等が受けられること

就労後のフォローなど職場と支援機関の連携

企業ニーズにあった就労訓練

仕事についての職場外での相談対応、支援

その他

不明・無回答

18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)
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⑪ 外出状況 

■外出頻度（単数回答） 

「外出頻度」を尋ねたところ、18 歳未満・40～64 歳は「毎日」、18～39 歳は「毎日」

「週に４～６回」、65 歳以上は「週に２～３回」が最も多くなっています。 

 

 

 

  

50.0 

37.2 

9.3 

1.2 

1.2 

1.2

0.0

35.9 

35.9 

11.7 

7.0 

5.5 

1.6

2.3

36.5 

26.1 

20.1 

6.4 

2.8 

4.4

3.6

21.9 

16.5 

36.2 

8.6 

8.2 

5.4

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日

週に４～６回

週に２～３回

週に１回程度

月に２～３回

ほとんど外出しない

不明・無回答

18歳未満(n=86) 18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)
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■外出時困ること（複数回答） 

「外出時困ること」を尋ねたところ、18 歳未満・40～64 歳・65 歳以上は「特にない」、

18～39 歳は「公共交通機関が少ない（ない）」「困ったときにどうすればいいのか心配」

が最も多くなっています。また、「周囲の目が気になる」は年齢が低くなるにつれて多く

なっています。「道路や駅に階段や段差が多い」は年齢が高くなるにつれて多くなってい

ます。 

 

  

17.4 

8.1 

3.5 

15.1 

9.3 

3.5 

1.2 

4.7 

25.6 

8.1 

29.1 

9.3 

39.5 

0.0 

30.5 

10.2 

7.0 

19.5 

5.5 

6.3 

8.6 

20.3 

21.9 

17.2 

30.5 

3.9 

27.3 

4.7 

24.1 

10.4 

16.1 

6.8 

11.2 

4.0 

3.6 

11.6 

11.6 

15.3 

16.9 

6.0 

34.5 

4.0 

21.5 

17.6 

22.6 

5.7 

11.5 

2.9 

4.7 

9.0 

2.5 

10.0 

10.4 

4.7 

41.6 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通機関が少ない（ない）

電車やバスの乗り降りが困難

道路や駅に階段や段差が多い

切符の買い方や乗換えの方法がわかりにく

い

外出先の建物の設備が不便（通路、トイレ、

エレベーターなど）

介助者が確保できない

外出先で必要な介助（医療的ケア含む）が受

けられるか心配

外出にお金がかかる

周囲の目が気になる

発作など突然の身体の変化が心配

困ったときにどうすればいいのか心配

その他

特にない

不明・無回答

18歳未満(n=86) 18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)
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⑫ 災害 

■岩出市災害時要援護者(＊)支援制度の認知度（単数回答） 

「岩出市災害時要援護者(＊)支援制度の認知状況」を尋ねたところ、「知っている」人は

18 歳未満は 5.8％、18～39 歳は 17.2％、40～64 歳は 14.9％、65 歳以上は 19.0％となっ

ています。18 歳未満は「知っている」が低くなっています。 

 

 

■岩出市災害時要援護者(＊)支援制度の登録意向（単数回答） 

「岩出市災害時要援護者(＊)支援制度の登録意向」を尋ねたところ、「登録したい」人は

18 歳未満では 55.8％、18～39 歳は 37.5％、40～64 歳は 40.6％、65 歳以上は 33.0％と

なっています。 

 

  

5.8 

93.0 

1.2 

17.2 

81.3 

1.6 

14.9 

81.9 

3.2 

19.0 

73.8 

7.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている

知らない

不明・無回答

18歳未満(n=86) 18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)

55.8 

34.9 

2.3 

7.0 

37.5 

44.5 

9.4 

8.6 

40.6 

41.8 

4.0 

13.7 

33.0 

38.0 

8.6 

20.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

登録したい

登録したくない

既に登録している

不明・無回答

18歳未満(n=86) 18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)
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⑬ 今後の暮らし 

■今後どのように暮らしたいか（単数回答） 

「今後どのように暮らしたいか」を尋ねたところ、障害種別、年齢に関わらず「家族

と一緒に生活したい」が最も多くなっています（知的・発達障害(＊)の 65 歳以上は「福祉

施設（入所施設）などで暮らしたい」も同数）。その他、18 歳未満は障害種別に関わらず

「わからない」が２番目に多くなっています。身体障害は、18～39 歳は「一人暮らしを

したい」「わからない」が、40～64 歳は「一人暮らしをしたい」が、65 歳以上は「福祉

施設（入所施設）などで暮らしたい」「わからない」が２番目に多くなっています。知的・

発達障害(＊)は 18～39 歳は「一人暮らしをしたい」「グループホームで暮らしたい」が、

40～64 歳は「グループホームで暮らしたい」が２番目に多くなっています。精神障害は

「一人暮らしをしたい」が２番目に多くなっています（65 歳以上は「福祉施設（入所施

設）などで暮らしたい」も同数）。 

 

  

76.7 

2.3 

0.0 

0.0 

2.3 

0.0 

0.0 

14.0 

4.7 

50.8 

15.6 

3.1 

8.6 

0.0 

0.0 

2.3 

13.3 

6.3 

65.9 

14.1 

0.4 

3.6 

2.4 

1.2 

0.8 

9.6 

2.0 

73.5 

7.5 

0.4 

0.7 

6.5 

0.7 

1.4 

6.1 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族と一緒に生活したい

一人暮らしをしたい

友人や仲間などと一緒に暮らしたい

グループホームで暮らしたい

福祉施設（入所施設）などで暮らしたい

病院に入院したい

その他

わからない

不明・無回答

18歳未満(n=86) 18～39歳(n=128) 40～64歳(n=249) 65歳以上(n=279)
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■今後どのように暮らしたいか（単数回答） 

（％） 

 
 家

族
と
一
緒
に

生
活
し
た
い 

一
人
暮
ら
し
を

し
た
い 

友
人
や
仲
間
な

ど
と
一
緒
に
暮

ら
し
た
い 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
暮
ら
し
た
い 

福
祉
施
設
（
入

所
施
設
）
な
ど
で

暮
ら
し
た
い 

病
院
に
入
院
し

た
い 

そ
の
他 

わ
か
ら
な
い 

不
明
・
無
回
答 

身
体 

障
害 

18 歳未満(n=13) 76.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.4 7.7 

18～39 歳(n=33) 60.6 12.1 3.0 3.0 0.0 0.0 3.0 12.1 6.1 

40～64 歳(n=144) 72.2 9.7 0.0 2.8 2.8 0.7 0.0 9.0 2.8 

65 歳以上(n=233) 77.3 5.6 0.4 0.4 6.0 0.9 1.3 6.0 2.1 

知
的
・
発
達

障
害 

18 歳未満(n=77) 76.6 2.6 0.0 0.0 2.6 0.0 0.0 13.0 5.2 

18～39 歳(n=79) 45.6 13.9 5.1 13.9 0.0 0.0 2.5 11.4 7.6 

40～64 歳(n=31) 58.1 9.7 0.0 12.9 6.5 3.2 0.0 9.7 0.0 

65 歳以上(n=4) 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

精
神 

障
害 

18 歳未満(n=7) 57.1 14.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0 

18～39 歳(n=31) 45.2 25.8 0.0 3.2 0.0 0.0 3.2 22.6 0.0 

40～64 歳(n=73) 52.1 23.3 1.4 4.1 1.4 2.7 1.4 11.0 2.7 

65 歳以上(n=24) 37.5 16.7 0.0 0.0 16.7 4.2 4.2 8.3 12.5 
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■障害のある人が地域で生活していくために必要なこと（複数回答） 

「障害のある人が地域で生活していくために必要なこと」を尋ねたところ、どの年代

も「経済的な援助の充実」「相談支援体制の充実」が多くなっています。 

また、「一人ひとりの障害に応じた障害児教育の充実と教育環境の整備」「職業訓練の

充実や働く場所の確保」は年齢が低くなるにつれて多くなっています。 

前回と比べて、18 歳未満は、「参加しやすいスポーツ・サークル・文化活動の充実」（前

回 38.0％から今回 19.8％）、「障害の状況に対応した情報提供」（前回 54.0％から今回

27.9％）が減少しています。40～64 歳は「経済的な援助の充実」（前回 46.6％から今回

62.7％）が増加し、「差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動の充実」（前回 28.1％

から今回 21.3％）、「いろいろなボランティア活動の育成」（前回 19.9％から今回 12.0％）

が減少しています。65 歳以上は「職業訓練の充実や働く場所の確保」（前回 9.5％から今

回 16.1％）、「参加しやすいスポーツ・サークル・文化活動の充実」（前回 11.4％から今

回 17.6％）、「差別や偏見をなくすための福祉教育や広報活動の充実」（前回 11.6％から

今回 18.3％）、「保健や福祉の専門的な人材の育成と資質の向上」（前回 14.5％から今回

23.7％）が増加しています。 

（％） 

 
 相

談
支
援
体
制
の
充
実 

障
害
者
の
人
権
を
尊
重
し
た
権
利
擁
護

事
業
の
推
進 

障
害
者
が
地
域
に
お
い
て
安
心
し
て
生
活
で

き
る
た
め
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

通
所
施
設
の
整
備 

障
害
に
配
慮
し
た
公
営
住
宅
や
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
整
備
な
ど
、
生
活
の
場
の
確
保 

一
人
ひ
と
り
の
障
害
に
応
じ
た
障
害
児

教
育
の
充
実
と
教
育
環
境
の
整
備 

職
業
訓
練
の
充
実
や
働
く
場
所
の
確
保 

経
済
的
な
援
助
の
充
実 

障
害
の
早
期
発
見
と
継
続
的
な
支
援 

救
急
医
療
や
障
害
に
対
応
し
た
医
療
の

充
実 

参
加
し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
ー
ク
ル
・
文

化
活
動
の
充
実 

18 歳未満(n=86) 46.5 25.6 39.5 27.9 38.4 45.3 45.3 52.3 39.5 25.6 19.8 

18～39 歳(n=128) 50.0 25.8 41.4 25.8 39.8 28.1 35.9 51.6 34.4 27.3 29.7 

40～64 歳(n=249) 48.2 23.3 42.6 19.3 34.1 19.7 34.9 62.7 23.7 34.9 20.1 

65 歳以上(n=279) 43.7 19.7 38.0 17.2 25.1 14.3 16.1 41.2 16.8 32.3 17.6 

 
 道

路
や
建
物
、
駅
な
ど
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化 

防
犯
・
防
災
体
制
の
強
化
や
緊
急

時
の
避
難
誘
導
体
制
の
整
備 

差
別
や
偏
見
を
な
く
す
た
め
の
福

祉
教
育
や
広
報
活
動
の
充
実 

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
住

民
同
士
が
ふ
れ
あ
う
機
会
の
充
実 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
充
実 

障
害
の
状
況
に
対
応
し
た
情
報
提

供 保
健
や
福
祉
の
専
門
的
な
人
材
の

育
成
と
資
質
の
向
上 

い
ろ
い
ろ
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

育
成 

そ
の
他 

不
明
・
無
回
答 

 

18 歳未満(n=86) 22.1 27.9 40.7 18.6 27.9 27.9 39.5 12.8 2.3 9.3  

18～39 歳(n=128) 18.0 25.0 35.9 22.7 25.8 35.9 28.9 19.5 3.1 3.1  

40～64 歳(n=249) 33.3 23.3 21.3 17.7 23.3 37.8 23.7 12.0 5.2 4.4  

65 歳以上(n=279) 30.5 27.2 18.3 20.4 12.9 22.6 23.7 12.9 1.4 15.4  
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（２）事業所アンケート結果 

① 事業所の課題 

■事業を運営する上での課題（複数回答） 

「事業を運営する上で、どのような課題があるか」を尋ねたところ、「スタッフの確保」

と「スタッフの人材育成」が、ともに 70.8％で最も多く、次いで「責任者など中堅人材

の確保・育成」が 43.8％、「設備・スタッフなどが不足し、量的に利用者のニーズに応え

られない」と「自立支援給付費が低い」が、ともに 27.1％となっています。 

 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

スタッフの確保 (n=34)

スタッフの人材育成 (n=34)

スタッフが短期間で離職してしまう (n=6)

責任者など中堅人材の確保・育成 (n=21)

設備・スタッフなどが不足し、量的に利用者のニー
ズに応えられない

(n=13)

質的に、利用者の希望通り提供できていない (n=8)

新規利用者の獲得が困難 (n=7)

利用者一人あたりの利用量が少ない (n=4)

利用者や家族がサービスをよく理解していない (n=5)

利用者や家族とのコミュニケーションが難しい (n=1)

困難事例への対応が難しい (n=9)

変更やキャンセルが多い (n=4)

休日や夜間の対応が難しい (n=10)

苦情やトラブルが多い (n=3)

他のサービス事業所や医療機関等との連携 (n=5)

訪問や送迎が非効率 (n=7)

自立支援給付費が低い (n=13)

他のサービス事業所との競合が厳しい (n=2)

その他 (n=2)

特に課題はない (n=0)

不明・無回答 (n=0)

　　　　　　　全体 (n=48)

70.8

70.8

12.5

43.8

27.1

16.7

14.6

8.3

10.4

2.1

18.8

8.3

20.8

6.3

10.4

14.6

27.1

4.2

4.2

0.0

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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② 災害 

■災害時に障害のある人への支援で協力できること（複数回答） 

「災害時に障害のある人への支援で協力できること」を尋ねたところ、「在宅サービス

利用者への安否確認」が 50.0％で最も多く、次いで「施設を福祉避難所として活用する

ことへの協力」が 39.6％、「在宅の災害時要援護者(＊)の避難支援への協力」が 22.9％と

なっています。 

 

■災害時に対する対応についての準備状況（複数回答） 

「災害時に対する対応について、どのような準備を行っているか」を尋ねたところ、

「定期的に避難訓練などを実施している」と「災害時マニュアルを作成している」が、

ともに 87.5％で最も多く、次いで「避難経路の確保をしている」が 64.6％、「食料備蓄

などを整えている」が 62.5％となっています。 

 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

在宅サービス利用者への安否確認 (n=24)

在宅の災害時要援護者の避難支援への協力 (n=11)

施設を福祉避難所として活用することへの協力 (n=19)

障害のある人の避難場所へのヘルパー等人材の協力 (n=6)

その他 (n=2)

協力できることはない (n=9)

不明・無回答 (n=3)

　　　　　　　全体 (n=48)

50.0

22.9

39.6

12.5

4.2

18.8

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(複数回答)

　　　　　　　区分

定期的に避難訓練などを実施している (n=42)

食料備蓄などを整えている (n=30)

利用者の安否確認の方法を決めている (n=19)

災害時マニュアルを作成している (n=42)

避難経路の確保をしている (n=31)

ロッカー、棚等の転倒防止措置を行っている (n=24)

避難行動計画を策定している (n=13)

建物の耐震化を行っている (n=15)

その他 (n=0)

特にない (n=3)

不明・無回答 (n=1)

　　　　　　　全体 (n=48)

87.5

62.5

39.6

87.5

64.6

50.0

27.1

31.3

0.0

6.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■緊急時・災害時対策についての課題・問題（複数回答） 

「緊急時・災害時対策について、どのようなことが課題・問題となると思うか」を尋

ねたところ、「地域の協力体制の不足」が 54.2％で最も多く、次いで「職員教育、学ぶ機

会の不足」が 45.8％、「ハード面整備等に関する資金がない」が 35.4％となっています。 

 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

ハード面整備等に関する資金がない (n=17)

対応マニュアルの作成ができていない (n=6)

災害時要援護者登録に関して周知、理解の不十分 (n=14)

職員教育、学ぶ機会の不足 (n=22)

地域の協力体制の不足 (n=26)

その他 (n=1)

特にない (n=2)

不明・無回答 (n=2)

　　　　　　　全体 (n=48)

35.4

12.5

29.2

45.8

54.2

2.1

4.2

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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③市の障害福祉サービス充実に向けて必要なこと 

■高齢化について（単数回答） 

「利用者の高齢化に関することで、課題に感じることはあるか」を尋ねたところ、「あ

る」が 66.7％となっています。 

具体的には、「親の高齢化による問題」が 84.4％で最も多く、次いで「親亡きあとの生

活支援や暮らしの場について」が 65.6％、「心身機能の低下による支援の増加」が 62.5％

となっています。 

 

 

具体的な課題（複数回答） 

 

  

　　　　　　　区分

ある (n=32)

ない (n=13)

不明・無回答 (n=3)

　　　　　　　全体 (n=48)

66.7

27.1

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

(複数回答)

　　　　　　　区分

心身機能の低下による支援の増加 (n=20)

医療面の対応の困難 (n=19)

親の高齢化による問題 (n=27)

親亡きあとの生活支援や暮らしの場について (n=21)

兄弟との同居での問題 (n=7)

親亡きあとの財産相続等 (n=7)

成年後見制度の利用に対する支援 (n=9)

65歳を境に利用できなくなるサービスがある (n=11)

その他 (n=1)

不明・無回答 (n=0)

　　　　　　　全体 (n=32)

62.5

59.4

84.4

65.6

21.9

21.9

28.1

34.4

3.1

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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■市の障害福祉サービス充実に向けて必要なこと（複数回答） 

「市の障害福祉サービス充実に向けて必要なこと」を尋ねたところ、「緊急時･災害時

に障害者を支援する体制の整備」が 60.4％で最も多く、次いで「障害者とその家族が安

心して暮らせるための相談体制」が 54.2％、「専門職の育成、確保のための各種支援策」

と「障害者福祉と保健・医療との連携」が、ともに 45.8％となっています。 

 

  

(複数回答)

　　　　　　　区分

各種生活支援サービスの基盤整備 (n=19)

緊急時･災害時に障害者を支援する体制の整備 (n=29)

障害者とその家族が安心して暮らせるための相談
体制

(n=26)

専門職の育成、確保のための各種支援策 (n=22)

地域生活に移行するための住まいの整備 (n=15)

障害者が安定的に就労するためのシステムづくり (n=17)

障害者福祉と保健・医療との連携 (n=22)

共生にむけた地域社会の理解の促進 (n=17)

小規模施設の経営支援 (n=10)

成年後見制度や地域福祉権利擁護事業等の権
利擁護のしくみ作り

(n=12)

その他 (n=1)

不明・無回答 (n=4)

　　　　　　　全体 (n=48)

39.6

60.4

54.2

45.8

31.3

35.4

45.8

35.4

20.8

25.0

2.1

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３．障害者施策の課題 

 アンケート調査の結果などから、本市の障害者福祉を推進するにあたっての現状と課題

は以下のとおりです。 

 

現状と課題１ 
障害を理由とした差別を受けたことがあるという人が若い世代に多く、障害のある人に

対する理解、差別解消の取組を進める必要があります。 

●当事者アンケートで、「この 10 年間における障害や障害のある人に対する理解」を尋ねた

ところ、「深まった」はどの年代でも２割前後となっています。 

●また、「過去 10 年間で障害を理由とした差別や嫌な経験」を尋ねたところ、「ある」は 18

歳未満・40～64 歳は５割前後、18～39 歳は６割弱、65 歳以上は２割強となっています。

18 歳未満・18～39 歳の年代は「ある」が多くなっています。 

 

現状と課題２ 
相談支援体制の充実を求める声は多く、65 歳以上で相談相手がいない人が増加してお

り、相談支援体制の周知が必要です。 

●当事者アンケートで、「障害のある人が地域で生活していくために必要なこと」を尋ねたと

ころ、18 歳未満・18～39 歳・40～64 歳は「経済的な援助の充実」、65 歳以上は「相談支援

体制の充実」が最も多くなっています。 

●「福祉サービスや制度などに関する情報を、どこから知ることが多いか」を尋ねたところ、

65 歳以上は「特にない」が前回と比べて増加しています。 

●「福祉に関する情報を十分に入手できているか」を尋ねたところ、18 歳未満は「入手でき

ている」が半数を超えていますが、18～39 歳・40～64 歳・65 歳以上は「入手できていな

い」が６割程度となっています。 

●「何か困った時に相談するのは誰か」を尋ねたところ、65 歳以上は「特にいない」が前回

と比べて増加しています。 

 

  



52 

 

現状と課題３ 
障害者虐待防止センターの認知度は低く、成年後見制度もまだ知られていない人が一定

数いるので、関係機関と連携して、引き続き権利擁護の取組を進める必要があります。 

●当事者アンケートで、「障害者虐待防止センターの認知状況」を尋ねたところ、「知ってい

る」と答えた人は、18 歳未満は 14.0％、18～39 歳は 15.6％、65 歳以上は 14.3％となって

います。40～64 歳の人は 7.6％と他の年代と比べて低くなっており、さらなる周知・啓発

が必要です。 

●また、「成年後見制度の認知状況」を尋ねたところ、「名前も内容も知らない」と答えた人

は、18 歳未満は 38.4％、18～39 歳は 43.8％、40～64 歳は 36.1％、65 歳以上は 33.0％と

なっています。 

 

現状と課題４ 

障害者の高齢化に伴い、「親亡きあと」を見据え、障害のある人の生活を地

域全体で支えるため、地域の実情に応じた各種サービス提供体制の構築や、

障害のある人の家族をはじめとする関係者への支援が必要です。 

●障害者の高齢化に伴い、当事者アンケートで、65 歳以上の障害者の家族介助者は健康状態

が良くない人が３割、「介護者が病弱・障害がある」も２割となっています。 

●事業所アンケートで、利用者の高齢化に関することで、課題に感じることはある事業所は

７割弱で、具体的には、「親の高齢化による問題」が 84.4％で最も多く、次いで「親亡きあ

との生活支援や暮らしの場について」が 65.6％、「心身機能の低下による支援の増加」が

62.5％となっています。 
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現状と課題５ 

地域活動、スポーツ活動、芸術・文化活動等、多様な活動に障害のある人が積極的に参

加できるよう、障害のある人への情報提供、参加しやすい環境を整備することが必要で

す。 

●当事者アンケートで、スポーツ・運動の「１年間における実施状況」を尋ねたところ、18

歳未満は４割程度、18～39 歳は３割程度、40～64 歳・65 歳以上は２割程度となっており、

18 歳未満・18～39 歳が多くなっています。今後の運動・スポーツの意向について尋ねたと

ころ、65 歳以上は「行いたくない」が前回と比べて減少しています。 

●芸術・文化活動の「１年間における実施状況」を尋ねたところ、18 歳未満は 12.8％、18～

39 歳は 17.2％、40～64 歳は 8.0％、65 歳以上は 11.8％となっています。「今後の意向」は

18 歳未満・18～39 歳で３割程度と若い世代において意向が高くなっています。 

●「地域で行われる行事や余暇活動に参加するにあたって困ること」を尋ねたところ、どの

年代も「どのような活動が行われているか知らない」が最も多くなっています。年代によっ

ても違いが見られ、65 歳以上は「どのような活動が行われているか知らない」が前回と比

べて増加しています。 

 

現状と課題６ 
どの年代も「働いていない」が最も多く、多様な就業の機会と就労に向けた支援が必要

です。 

●当事者アンケートで、「就労状況」を尋ねたところ、知的・発達障害(＊)の 18～39 歳が「就

労継続支援Ｂ型(＊)」が最も多いのを除き、３障害ともにどの年代も「働いていない（働い

ていたが辞めた）」が最も多くなっています。 

●一般就労として、「正社員（他の職員と勤務条件等に違いはない）」は身体障害の 18～39 歳・

40～64歳でそれぞれ18.2％と29.9％となっていますが、その他の障害ではどの年代も10％

未満となっています。「パート、アルバイト、臨時雇用」は、知的・発達障害(＊)の 65 歳以

上を除き、３障害ともに１～２割程度となっています。 

●「必要な就労支援の内容」を尋ねたところ、18～39 歳・40～64 歳は「職場の障害者理解」、

65 歳以上は「短時間勤務や勤務日数等の配慮」が最も多くなっています。前回と比べて、

18～39 歳は「在宅勤務の拡充」が増加しています。40～64 歳は「短時間勤務や勤務日数等

の配慮」「就労後のフォローなど職場と支援機関の連携」が増加しています。 
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現状と課題７ 
緊急時・災害時の支援について関心は高いが、避難行動要支援者(＊)制度の認知

は十分と言えない状況です。 

●当事者アンケートで、「岩出市災害時要援護者(＊)支援制度の認知状況」を尋ねたところ、

「知っている」人は 18 歳未満は 5.8％、18～39 歳は 17.2％、40～64 歳は 14.9％、65 歳以

上は 19.0％となっています。18 歳未満は低くなっています。 

●事業所調査で、「市の障害福祉サービスの充実に向けて必要なこと」を尋ねたところ、「緊

急時･災害時に障害者を支援する体制の整備」が 60.4％で最も多くなっています。 

●事業所調査で、「緊急時・災害時対策について、どのようなことが課題・問題となると思う

か」を尋ねたところ、「地域の協力体制の不足」が 54.2％で最も多く、次いで「職員教育、

学ぶ機会の不足」が 45.8％、「ハード面整備等に関する資金がない」が 35.4％となってい

ます。 

 

現状と課題８ 障害福祉にかかる人材の確保・育成に向けた取組が必要です。 

●事業所調査で、「事業を運営する上で、どのような課題があるか」を尋ねたところ、「スタッ

フの確保」と「スタッフの人材育成」が、ともに 70.8％で最も多く、次いで「責任者など

中堅人材の確保・育成」が 43.8％と続いています。 

 

  




